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１
２
０
４
（
直
通
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　デリー・ケレハーです。アイルランドのダブリン出身で、子ども   
　　　　　　　　　　　　　　　　　のころから国際文化や外国語に興味を持っていて、11歳の時に６カ
　　　　　　　　　　　　　　　　　月フランスへホームステイに行きました。そのおかげで、フランス
　　　　　　　　　　　　　　　　　パンを毎日食べながらフランス語もしゃべれるようになって、本当
　　　　　　　　　　　　　　　　　に成長しました。皆さんには、留学の機会があればぜひ行くか、子
　　　　　　　　　　　　　　　　　どもにも行かせてみることをお勧めしたいです。９歳から11歳がベ
ストです。僕は弟が４人いますが、そのくらいの年齢でみんなが６カ月留学してフランス語をしゃべれる
ようになりました。そのうちの１人は、帰った時に英語が１週間ぐらいしゃべれなかったほどです。 
　そして、国際ビジネスと日本語を専攻してダブリンシティ大学を卒業しました。３年生の時に１年間、
神戸大学に留学をしました。卒業後、高校のＡＬＴとして西条に来ました。なぜ愛媛に来たかというと、
ＡＬＴの申込書の希望地に「まだ行ったことがなく、自然豊かで伝統がある町へ行きたい」と書いたから
です。ぴったりじゃないですか？　西条祭りはすごい伝統だと思います。昨年は「常心下組」や「中西」
に参加させていただいて、良い経験ができました。祭りで付けられたニックネームは、ジャイアント馬場
です。それは足のサイズが32センチ（十六文）あるからです。足に合う足袋を探すのには苦労しましたが、
31センチのものが見つかり、それで我慢しました。また秋に頑張りましょう。
　５人兄弟はみんなスポーツマンです。僕は身長が19 6センチあるので、バスケットボールをやっていま
す。所属している「今西籠球会」が2007年の全国大会に出場しました。３人の弟たちはアイルランドのカ
ヤック代表で、そのうち１人は世界６位、もう１人は世界１位です。弟に比べると、私はただのうどの大
木です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

▲外国語指導助手

　デリー・ケレハーさん

広報さいじょう　2009　4月号41


